
導⼊

このチャレンジは、確率の学習が初めての⼈でも取り組むことができます。
必要なのは、論理的な思考⼒と、Scratchやintelinoスマートトレインの基本的な操作の理解だけです。
サンプルプログラム「確率チャレンジ.sb3」を⽤意はしていますが、できる限り使わずに0からプログラムを
組んでみましょう。

実験

①まずは、図1のように線路を組み⽴てましょう。
 電⾞は、図の位置からスタートし、⽮印の⽅向に進むように準備します。

②ループA‧B‧Cのいずれかを33.3％の確率でランダムに進むように設定しましょう。
 また、プログラムの開始時に「何回ループさせるか」を指定できるようしましょう。

③ループA‧B‧Cの各区間にスナップを設置し、スマートトレインがそれぞれのスナップを通過するたびに、 
Scratchで⾃動的にカウントされるようなプログラムを作ってみましょう。

④Scratch画⾯の右上に、図2のように現在までのループの合計数や、A‧B‧Cがそれぞれ何回選ばれたのか 
リアルタイムで確認できるようにプログラムを付け加えましょう。
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